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  愛知県では、1970年（昭和45年）以来県内の緑化木生産状況を調査しています。

　2023年実施の調査結果の概要は次のとおりです。

１  調査方法等

　調査対象期間を2022年10月1日から2023年9月30日までとして、県内の緑化木生産者を対象

に調査員による聞き取り等を実施しました。

２  生産面積（図－1）

  2023年9月30日現在の緑化木の生産面積

は15,535.5ａで、対前年比14.8％の減少

です。2014年度に比べ31,318.6ａ、66.8％

減少しています。

　種目別では常緑広葉樹、低木性樹木、

落葉広葉樹、針葉樹の順になっています。

３　生産本数（図－２）

　2023年9月30日現在の緑化木の生産本数

は7,971.5千本で、対前年比16.3％の減少

です。2014年度に比べ14,018.1千本、

63.7％の減少となっています。

　種目別では常緑広葉樹、低木性樹木、

落葉広葉樹、針葉樹の順になっています。

４　出荷本数（図－３）

　2022年10月1日から2023年9月30日ま

での緑化木の出荷本数は3,303.3千本で、

対前年比16.1％の減少で、2014年度に比べ

5,427.0千本、62.2％の減少となってい

ます。

５　生産者数（表－１）

　2023年9月30日現在の緑化木の生産者

数は、989戸で、対前年比9.3％の減少、

2014年度に比べ53.0％の減少です。

　事業体別では農業生産者が98.5％を占

めています。また、50ａ未満の生産者が

84.0％を占めています。

６　事業体別生産面積（表－１）

　2023年9月30日現在、緑化木の生産面

積の94.5％を農業生産者が占めています。

県 内 の 緑 化 木 生 産 状 況

◆ 生 産 状 況 調 査 結 果 ◆
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愛知県では、1973年（昭和48年）から県内の緑化（造園）工事業者を対象に、緑化工事に

使用した緑化木の仕入れ方法、用途などについて、毎年調査を実施しています。

　2023年度調査の結果の概要は次のとおりです。

１　調査対象業者数等

調査対象期間は2022年4月1日から

2023年3月31日であり、県内の造園業

者50者から回答を得て、集計しました。

２　緑化木の仕入内容（図－４）

　仕入本数を県内と県外からに分けて

みると、県内：県外＝87：13の比となって

おり、県内仕入れの割合が高くなっていま

す。

仕入れ先別で最も多かったのは県内生

産業者で48.2％、次いで県内仲買業者

28.4%です。

緑 化 工 事 に お け る 緑 化 木 （ グ ラ ン ド カ バ ー を 含 む ） 需 要 状 況

◆ 需 要 動 向 調 査 結 果 ◆

表ー１　緑化木の生産面積規模による事業体別調査結果

区　　分

生産 生　産 生産 生　産 生産 生　産 生産 生　産 生産 生　産 生産 生　産

者数 面　積 者数 面　積 者数 面　積 者数 面　積 者数 面　積 者数 面　積

戸 ａ 戸 ａ 戸 ａ 戸 ａ 戸 ａ 戸 ａ

353 719.7 299 2,978.7 169 3,173.6 126 5,255.6 27 2,557.4 974 14,685.0

6 12.2 3 36.8 0 0.0 2 151.5 2 420.0 13 620.5

0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

地方公

共団体 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

0 0.0 0 0.0 1 20.0 1 210.0 0 0.0 2 230.0

6 12.2 3 36.8 1 20.0 3 361.5 2 420.0 15 850.5

359 731.9 302 3,015.5 170 3,193.6 129 5,617.1 29 2,977.4 989 15,535.5

緑　化　木　の　生　産　面　積　規　模　に　よ　る　区　分

合　　計

 農業生産者

合     計
   ２０ａ未満    ５０ａ未満   １００ａ未満

事 業 体

 １０ａ未満
１０ａ以上 ２０ａ以上 ５０ａ以上

１００ａ以上

農
 
業
 
者
 
以
 
外

会　社

組　合

その他

小　計
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３　県内緑化工事における緑化木の使用状況（図－５，６）

　県内の緑化工事における使用本数を公共工事と民間工事の使用本数の割合でみると公共

工事：民間工事＝61：39となっています（図－５）。

　種目別では「グランドカバー類」と「株物」が、それぞれ70.2％、15.7％となっており、

この２種目で全体の85.9％を占めています（図－６）。

４　県内緑化工事における主な樹種の使用状況（表ー２）
　2022年度の使用本数割合は表－２のとおりであり、上位５樹種で全体の48.6%を占めて
います。

　※網掛けはグランドカバー類
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◆植木センター情報（市場調査）◆

Ⅰ 春期

 １ 全体取引量〔図－１〕

Ⅱ 秋期

 １ 全体取引量〔図－２〕

 ２ 用途別の取引動向

 ２ 用途別の取引動向

 ３ 取引量上位の動き〔表－２〕

県 内 植 木 市 場 に お け る 取 引 動 向

 ３ 取引量上位の動き〔表－１〕

　愛知県植木センターでは、1986年から県内の植木市場（井堀・矢合・福地［現在は廃

止］）において、主に地元から出荷される緑化木を中心に現在３１品目（一般植木、株・

玉物、生垣用樹）の取引量を春期（2月～4月）と秋期（10月～11月）に調査しておりま

す。

　今回は、2023年春期・秋期の取引量の概要を紹介します。

　今期の全体取引量は約12.6万本で、前年同期(約14.9万本)から減少し、前年同期比は

約85％となりました。全体取引量は2010年以降減少傾向が続き、2016・2017年にはわず

かな増加に転じたものの、再び減少傾向となり、今期も減少しました。

　一般植木の取引量は約2.9万本で、前年同期(約2.7万本)より約0.1万本増加しました。

自然形ではカエデ類が多く、続いてシマトネリコ、ヤマボウシ、キンモクセイで昨年から減

少しました。仕立物ではイヌマキが増加しましたがイヌツゲが低調のままで、全体では減少

傾向でした。

　株・玉物の取引量は約8.0万本で、前年同期(約9.9万本）より約1.9万本減少しました。主

要樹種はサツキで、ツツジ類、ドウダンツツジが続いています。生垣用樹は約1.8万本で、前

年同期(約2.3万本)より約0.5万本減少しました。取引量の多い品目は、サザンカとイヌマキ

で、両種で生垣用樹の約93％を占め、今期はイヌマキとマサキが減少し、全体量を押し下げ

ました。

　調査対象の取引量の上位10品目では、従来からサツキとツツジ類が上位を占めてしま

す。今期は、カエデ類が増加して順位を上げ、一方、オタフクナンテンとシマトネリコ

が減少し、順位を下げました。

　今期の全体取引量は約6.6万本で、前年同期(約8.3万本)より約1.7万本減少しました。

全体取引量は2008年以降減少傾向de波があるものの継続しており、今期の取引量は2008

年に比べると約25％まで減少しました。

　一般植木（自然形・仕立物）の取引量は約2.5万本で、前年同期（約2.4万本）と若干

増えました。自然形では、キンモクセイ、カエデ類が多く、シマトネリコは減少しました。

仕立物では、イヌマキが増加したものの、イヌツゲ、クロマツの取引数量は低調のままで

す。

　株・玉物の取引量は約2.7万本で、前年同期（約4.4万本）よりほぼ半減しました。株・玉

物の大半を占めるサツキ、ツツジ類、イヌツゲがともに大幅に減少しました。生垣用樹の取

引量は約1.4万本で、前年同期（約1.5万本）より約0.1万本減少しました。生垣の主要樹種で

あるサザンカは減少傾向でイヌマキ、マサキは若干増加しました。

　調査対象の取引量の上位10品目では、オタフクナンテン、サザンカ、サツキが依然と

して上位を占めており、キンモクセイ、カエデ類が続いています。近年、取引量が多

かったサツキ、ツツジ類が減少傾向にあり、それに代わる突出した樹種が少なく、全体

に樹種が平均化（多様化）している傾向が見られます。
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図－１　春期取引量の推移

表－１　春期取引量上位10品目の動き

品名 区分 前期比 品名 区分 前期比 品名 区分 前期比
1 ｻﾂｷ 株 ･･･ ｻﾂｷ 株 ･･･ ｻﾂｷ 株 ･･･
2 ﾂﾂｼﾞ類 株 ﾂﾂｼﾞ類 株 ﾂﾂｼﾞ類 株
3 ｼﾏﾄﾈﾘｺ 一 ･･･ ｵﾀﾌｸﾅﾝﾃﾝ 株 ｻｻﾞﾝｶ 生 ･･･
4 ｵﾀﾌｸﾅﾝﾃﾝ 株 ･･･ ｻｻﾞﾝｶ 生 ･･･ ｶｴﾃﾞ類 一 ･･･
5 ｻｻﾞﾝｶ 生 ｼﾏﾄﾈﾘｺ 一 ･･･ ﾄﾞｳﾀﾞﾝﾂﾂｼﾞ 株 ･･･
6 ｶｴﾃﾞ類 一 ･･･ ﾄﾞｳﾀﾞﾝﾂﾂｼﾞ 株 ｵﾀﾌｸﾅﾝﾃﾝ 株
7 ﾄﾞｳﾀﾞﾝﾂﾂｼﾞ 株 ･･･ ｲﾇﾂｹﾞ 株 ｲﾇﾂｹﾞ 株 ･･･
8 ｲﾇﾂｹﾞ 株 ｶｴﾃﾞ類 一 ･･･ ｼﾏﾄﾈﾘｺ 一
9 ﾊﾅﾐｽﾞｷ 一 ･･･ ﾂﾊﾞｷ 一 ･･･ ﾔﾏﾎﾞｳｼ 一 ･･･
10 ｲﾇﾏｷ 生 ･･･ ﾔﾏﾎﾞｳｼ 一 ･･･ ｷﾝﾓｸｾｲ 一

図－２　秋期取引量の推移

表－２　秋期取引量上位10品目の動き

品名 区分 前期比 品名 区分 前期比 品名 区分 前期比
1 ｵﾀﾌｸﾅﾝﾃﾝ 株 ｻﾂｷ 株 ･･･ ｵﾀﾌｸﾅﾝﾃﾝ 株 ･･･
2 ｻﾂｷ 株 ｵﾀﾌｸﾅﾝﾃﾝ 株 ｻｻﾞﾝｶ 生 ･･･
3 ﾂﾂｼﾞ類 株 ｻｻﾞﾝｶ 生 ･･･ ｻﾂｷ 株
4 ｼﾏﾄﾈﾘｺ 一 ﾂﾂｼﾞ類 株 ･･･ ｷﾝﾓｸｾｲ 一 ･･･
5 ｻｻﾞﾝｶ 生 ･･･ ｷﾝﾓﾝｸｾｲ 一 ･･･ ｶｴﾃﾞ類 一 ･･･
6 ﾄﾞｳﾀﾞﾝﾂﾂｼﾞ 株 ｲﾇﾂｹﾞ 株 ﾔﾏﾎﾞｳｼ 一
7 ｷﾝﾓﾝｸｾｲ 一 ･･･ ｶｴﾃﾞ類 一 ･･･ ﾂﾂｼﾞ類 株
8 ﾔﾏﾎﾞｳｼ 一 ･･･ ｼﾏﾄﾈﾘｺ 一 ｲﾇﾂｹﾞ 株
9 ｶｴﾃﾞ類 一 ･･･ ﾄﾞｳﾀﾞﾝﾂﾂｼﾞ 株 ｲﾇﾏｷ 生
10 ｿﾖｺﾞ 一 ｲﾇﾏｷ 生 ･･･ ｼﾏﾄﾈﾘｺ 一

順位
2021 2022 2023

順位
2021 2022 2023
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愛知県緑化樹木共進会は、愛知県と愛知県緑化木生産者団体協議会の共催により、生

産技術の向上、生産及び需要拡大を目的に、昭和 48 年度から毎年開催しています。 

 令和５年度は 158 点の応募があり、県農林水産事

務所での予備審査を経た 72 点について本審査を実

施しました。本審査は審査員７名により行われ、令

和５年 10 月 27 日の植木センターでの写真審査の後、

11 月 21 日の現地審査を経て、農林水産大臣賞始め 1

7 賞の配賞を決定しました。 

受賞者の表彰は、令和６年に開催される愛知県植

樹祭の席上で行われます。 

 

 

農林 水産大臣賞受 賞作品 の紹介     

オリーブは常緑高木であることや、丈夫で育

てやすいことから庭木やシンボルツリーとして

人気があり、環境がよければ 10 メートル程度の

大きさになる樹種です。 

髙津さんは 2002 年にスペインで古木のオリ

ーブの素晴らしさに気づき、日本初の商業的輸

入に成功しました。それから約 20 年間オリーブ

を栽培しており、現在は約 150 本栽培していま

す。 

受賞作品は、地中海気候であるスペインから

輸入した樹齢が 300 年近いオリーブを風土の異

なる日本で活着させており、こまめな害虫対策

等により枯死率が５パーセント以内となってい

ることや、肥培管理が行き届いていることから

品質が良く、樹形も整っていることが高く評価

されました。 

 

 

 

 

 

 

◆ 令 和 ５ 年 度 実 施 結 果 ◆  

第 ５ １ 回 愛 知 県 緑 化 樹 木 共 進 会 

出品部門  出品点数  本審査  

仕 立 物  １５  ９  

自 然 形  ６７  ２３  

生垣用樹  １３ １０  

玉物・株物  ４ ２  

コンテナ  ５６ ２６  

育苗ほ場  ３ ２  

計 １５８  ７２  

<受賞作品のオリーブと生産者の髙津進一さん> 
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入 賞 者 一 覧 

 

賞     名 部 門 作 品 名 市 町 氏 名 

農林水産大臣賞 仕立物  オ リ ーブ  西尾市  髙津進一  

農林水産省農産局長賞 自然形  ソ ヨ ゴ  稲沢市  水野博邦  

林野庁長官賞 コンテナ  
ツ バ キ  

（ 上 海）  
豊田市  前田和昭  

東海農政局長賞 コンテナ  フ ェ イ ジ ョ ア  豊橋市  黒田時夫  

中部森林管理局長賞 自然形  ユ ッ カ ・ リ ギ ダ  稲沢市  近藤哲也  

愛知県知事賞 生垣用樹  キ ン マ サキ  稲沢市  荻須隆裕  

愛知県議会議長賞 自然形  
ハ ナ ミ ズ キ  

（ ス テ ラ ピ ン ク ・ 斑 入 り ）  
稲沢市  大﨑道一  

愛 知 県 緑 化 木 生 産 者団体 協 議 会 会 長 賞 

コンテナ  ク ロ マ ツ  豊橋市  森田恵子  

コンテナ  ミ ツ マ タ 豊橋市  小野田眞一  

玉物・株物  
ア ガ ベ 

（ クプ レ ア ータ ）  
稲沢市  石田健太  

自然形  
ト ウ ネ ズ ミ モ チ 

（ トリ カ ラ ー）  
稲沢市  山田政勝  

コンテナ  ベ ニ バ ナ シ ャ リ ン バ イ  豊橋市  大木薫  

自然形  コ コ ス ヤ シ  西尾市  三治勝裕  

(一社)日本植木協会会長賞 自然形  フ ェ イ ジ ョ ア  株 立  稲沢市  橋本先司  

(公社)愛知県緑化推進委員会会長賞 コンテナ  
メ ラ レウ カ  

（ ブ ラ ッ ク テ ィ ー ツ リ ー ）  
稲沢市  水野秀樹  

愛 知 県 経 済 農 業 協 同組合 連 合 会 会 長 賞 生垣用樹  オ リ ーブ  西尾市  石川明  

(一 社 )愛 知 県造 園 建 設 業協 会 会 長 賞 仕立物  ラ カ ン マキ  西尾市  松崎康孝  
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ＦＡＸ 

 0 5 2 - 9 6 1 - 2 1 1 1          （代表） 

 内線 3 7 6 8 、 3 7 6 9        

 0 5 2 - 9 5 4 - 6 4 5 3          （直通） 

 0 5 2 - 9 5 4 - 6 9 3 7           
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